
 
本 Vol.３では、今年度、県の学力向上専門監を務めている糸魚川市立能生中学校 

英語科の桑原 正博 教諭 (以下､｢教師｣と略記)による第３学年の授業（５月末公開、

Program３：第１次 It～for…to の導入）を通して、３つの観点から授業改善の実際 

を紹介します。小学校外国語活動にも生かせるヒントがあります。御一読ください。 

 

 

帯活動とは、授業の中の５～10 分間程度を利用して、教科書から離れて行う継続 

的な活動のことです。即興的に会話をしたり、まとまった英語を話したりする力を 

伸ばすことをねらい、授業の冒頭にウォームアップとして行われることが多いです。 

本時では、①既習内容の復習（数字、比較級、最上級）、②日本語を英語に直し、

全員で音読する活動を最初に行いました。下は実際に使われたスライドの一部です。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

後述の「即興的なやり取り（Talking Time）… 自分の考えや気持ちを話したり 

相手の意見を聞いたりする会話」も含めて、生徒たちは、ペア学習、グループ学習、 

縦列・横列対抗での活動、教室内を移動しながらの活動、学級全員の前で行う輪番 

制スピーチなど、様々な学習形態で帯活動に取り組みます。 

教師の指示に対し、生徒たちは機敏に反応

するので、リズムとテンポが良く、発話量は

多くなります。声量も豊かで、間違いや失敗

を恐れずに会話ができる雰囲気があります。 

ペア学習では頻繁に相手が替わりますが、 

その際、誰が相手になっても“Hello!”と言 

ってハイタッチをする姿、スピーチの際、聞 

き手側の生徒全員が一文ごとに“Me, too.”

“Oh, I see.”と表情豊かに反応する姿は、 

正にコミュニカティブな集団そのものです。 

生徒たちとの信頼関係を土台に、教師が分かりやすく Small Talk を行い、ジェスチ

ャーも交えながら自分の思いを伝え、英語で生徒たちとやり取りしていることも、

英語を話すことに対する抵抗感を取り除くことにつながっています。 
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◎ 帯活動の充実と円滑なコミュニケーションができる集団づくり 

自己紹介スピーチの様子 

（本時では３名が行いました。） 



 

 

 教師は 50 分間フルにパワーポイントの自作コンテンツを使って授業を進めます。 

ＩＣＴ活用のメリットは、イラストや状況、英語を表示したスライドを提示する 

ことで生徒たちの視覚に訴え、目的や場面を明確にできることです。スライドを次々

にフラッシュすることによって、「聞くこと」「話すこと」について、変化を付け

て言語材料の練習・活用を効率的・徹底的に繰り返すことができます。 

スライドには、生徒にとって身近な有名人やお気に入りのキャラクターが次々に 

登場します。映し出された簡単な日本語を見て、生徒たちは瞬時で様々な人やもの

を英語で伝える「なりきり自己紹介」をしていきます。これも帯活動の一つです。 

 次にそのパターン

を生かして自己紹介

をします。（それが

前のページに載せた

写真の場面。）スラ

イドの最後の文にあ

る It～for…to は、

本時が初出の文法事

項ですが、実際の文

脈の中で使うよう配慮がなされています。加えて、既習の様々な表現を交えながら、

場面に応じて繰り返し使いこなすことによって言語材料の定着を図ります。 

 

 

 本時では、「聞く・読む・話す・書く」という４技能をバランスよく向上させる 

配慮がなされています。音声に慣れ親しむ活動を繰り返した後は、文字を読むこと

へ移行し、終末では自分が読んだり話したりした英語を書くという展開です。特に

話すことに関しては、十分な準備をしてから発表することよりも、その場で思考・

判断する即興的なやり取りを重視することによって発信力の向上を図っています。 

 授業後半の「ペアでフリートーク（Talking Time）」

で、教師は左のスライドにある条件やテーマを設定

して、即興的な会話を促します。生徒たちは会話を

一問一答で終わらせず、“Why?”“How about you?”

“Tell me more.”などのつなぎ言葉を使いこなし、

自分の考えや気持ちを伝えながら、英語でどんどん

会話を膨らませていきます。 

 最後は日本文化の紹介をテーマに、スクリーンを

見ながら授業で発した英語を書き起こす活動です。 

この活動で教師が配慮していることは次の３点です。 

○教科書本文を一部変え、自己表現の教材とする 

○内容を替えて、何時間も授業の中で繰り返す 

○ノートに正しい答えを残す 

この積み重ねにより、様々なテーマについてまと

まった英文を書き、発信する力を高めていきます。  

◎ ＩＣＴを活用した「変化のある繰り返し」による言語材料の定着 

◎ 即興的に表現し、発信する力を高める言語活動 

＜まとめ＞目的・場面・状況を明らかにし、聞い

たり読んだりしたことを基に、自分の考えや気持

ちを伝え合う言語活動が大切です。その積み重ね

が英語好きな生徒を育てることにつながります。 
 

                                                                                                                                

その積 
 


